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船舶事故調査報告書 

 

令和８年６月１０日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決  

委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

委   員  上 野 道 雄 

委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和７年６月１９日 ２３時４２分頃 

発生場所 愛知県西尾市沖島南西側の浅所 

 毛
け

無
なし

島灯台から真方位０８７°２２０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°４６.２′ 東経１３７°０８.７′） 

事故の概要  漁船第八東海
とうかい

丸は、北東進中、浅所に乗り揚げた。 

 第八東海丸は、船底に凹損等を生じた。 

事故調査の経過  令和７年７月１０日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第八東海丸、４０トン 

 １４００３６、有限会社第八東海丸 

 ２７.５５ｍ×４.９０ｍ×２.１９ｍ、アルミニウム合金 

 ディーゼル機関、６７０kＷ、平成１６年７月３１日 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船 

 乗組員等に関する情報 船長 ４０歳 

 五級海技士（航海）（履歴限定） 

  免 許 年 月 日 平成１７年３月４日 

  免 状 交 付 年 月 日  令和７年２月１３日 

  免状有効期間満了日 令和１２年４月７日 

 死傷者等 なし 

 損傷 船底外板に凹損等 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風 ほとんどなし、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 高潮時 
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 事故の経過 本船は、船長ほか５人が乗り組み、沖合底びき網漁の目的で、令和

７年６月１５日１８時００分頃、愛知県蒲郡市知柄
ち が ら

漁港を出航し、 

１６日０５時００分頃から伊豆諸島大島沖及び静岡県御前崎市御前埼

沖の漁場で計４回の操業を行った。 

本船は、御前埼沖での操業を終え、１９日１７時００分頃、漁獲物

約１ｔを積載し、船首約０.８ｍ、船尾約１.０ｍの喫水で、知柄漁港

に向けて帰航を開始した。 

船長は、１７時頃に食事をとった後、約２時間仮眠をとり、２１時

頃に昇橋し、愛知県田原市赤羽根
あ か ば ね

漁港の南方沖で航海士から船橋当直

を引き継いだ。 

船長は、冷房を使用した船橋で単独当直に当たり、船橋中央の操舵

スタンドの右側にあるＧＰＳプロッターの手前側に設置された、背も

たれ付きの操縦席に腰を掛け、足元に置かれた踏み台に足を載せ、本

船を自動操舵で約１０ノット（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）

で航行させた。（写真２参照） 

 

レーダー 

                     操縦席 

ＧＰＳプロッター 

 

操舵スタンド 

 

踏み台 

 

写真２ 操縦席及び船長の操船姿勢 

 

船長は、伊良湖水道から渥美半島西岸に沿って中山水道を北上した

後、２３時００分頃、変針予定地点としていた田原市立馬
たちうま

埼付近に 

至ったので、目視及びＧＰＳプロッターで船位を確認し、ＧＰＳプ 

ロッターに表示させていた予定針路線を見て、自動操舵の設定針路を

おおよそ知柄漁港に向くよう北東に変更して本船を変針させた。 

船長は、周囲に他の船舶の往来がなく、目的地に近づいて安心し、

眠気を感じるようになったので、操縦席から立ち上がって船橋内を歩

くなど１０分ほど体を動かして眠気を覚ました。 

船長は、体を動かしたので眠気が覚めたと思った。その頃には船首

方に知柄漁港の灯光（知柄港沖防波堤北灯台、光達距離５海里）が見

えており、入港するまでは僅かな時間なので、その間に居眠りするこ

とはないと思い、再度、操縦席に腰を掛けて操船を行っていたとこ

ろ、上半身を背もたれに預けた姿勢で居眠りを始めた。 

本船は、船長が知柄漁港に近づいてから変針する予定でいたものの
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北東進を続け、２３時４２分頃、約１０knの速力のまま、沖島南西側

の浅所に乗り揚げた。 

（図１及び写真３ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 推定航行経路図 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 本船乗揚状況（６月２０日低潮時撮影） 

 

船長は、衝撃を感じて目を覚まし、大きな振動であったので本船が

乗り揚げたと思い、主機のクラッチレバーを中立に操作した後、ＧＰ

Ｓプロッターで船位と時刻を確認した。その後、乗組員に負傷者がい

ないこと、本船に浸水がないこと及び油の流出がないことを確認し

た。 

船長は、本船の離礁を試みたもののできなかったので、２０日００

時１５分頃本事故の発生を１１８番通報するとともに、僚船に連絡し

て救助を要請した。 

本船の乗組員は、来援した僚船に救助された。また、本船は、２１

船長提供 

× 

知柄漁港 

沖島 

蒲郡市 西尾市 

愛知県 

渥美半島 

知多半島 

毛無島灯台 

立馬埼 

 事故発生場所 
（令和７年６月１９日  
２３時４２分頃発生） 

渥美湾 

知多湾 

中山水道 

★ 

知柄港沖防波堤北灯台 
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日、救助船に引き出されて離礁した後、知柄漁港までえい
．．

航された。 

 その他の事項 (1) 船長に関する情報 

船長は、本船の就航時から甲板員として本船に乗り組み、その

後、船長となった。本船の船長として約１２年の経験があり、事

故発生場所付近の水路事情をよく知っていた。 

(2) 船長の健康状態及び睡眠等に関する情報 

船長の健康状態は良好であった。 

本船は、知柄漁港を出航した後も、各日の操業後の夜間には、

漁場から最寄りの港に入って着岸し、乗組員が休息していた。 

船長は、各日の操業後、２２時頃から翌日に移動を開始する 

０４時頃までの間に、ふだんどおり約５時間の睡眠をとってい

た。また、帰航中、船橋当直を開始する前に約２時間の仮眠を 

とっており、睡眠不足や疲労の蓄積を感じていなかった。 

(3) 航海当直警報装置 

本船は、船橋に、航海当直警報装置（以下「本件装置」とい

う。）が設置されていたが、本事故当時、電源が切られていた。 

本件装置は、船橋当直者の動きや機器の操作を感知するセン 

サー等がない押ボタン式で、警報音を船橋内の装置本体のみから

発するものであった。設定時間（５～１５分）内にボタンが押さ

れない場合に警報音を発し、その後もボタンが押されない場合は

段階的に警報音が大きくなるものであった。 

なお、本船は船橋航海当直警報装置（ＢＮＷＡＳ）の設置義務

はない。 

（写真４ 参照） 

 

 

 

                    ＧＰＳプロッター 

 

                   警報停止ボタン 

スピーカー 

 

操舵スタンド 

 

 

写真４ 本件装置 

 

船長によれば、操業中は、定期的にボタンを押すことが煩わし

く、ふだんから本件装置の電源を切っていた。航行中には電源を

入れることもあるが、本事故当時は、作動させておらず、眠気を

船首 
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感じたものの、本件装置を作動させることは思い付かなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

(1) 船長は、次のことから、自動操舵で帰航中に居眠りしたものと

考えられる。 

① 海上平穏で、周囲に他船の往来を認めず、目的地に近づいて

安心した。 

② 眠気を感じたものの、短時間、体を動かすなどして眠気が覚

めたと思い、操縦席に腰を掛けたままの姿勢で操船していた。 

③ 目的地の灯光が見えていて、入港までの短時間に居眠りする

ことはないと思い込んでいた。 

(2) 船長は、本件装置の操作が煩わしく、ふだんから本件装置の電

源を常には入れていなかったことから、眠気を感じた際、本件装

置を有効に使用することを思い付かなかったものと考えられる。 

(3) (1)及び(2)から、船長が居眠りしたまま、本船は沖島南西側の

浅所に乗り揚げたものと考えられる。 

原因 本事故は、夜間、本船が渥美湾を自動操舵で北東進中、船長が、眠

気を感じたものの、操縦席に腰を掛けて操船に当たり、居眠りしたた

め、本船が沖島南西側の浅所に乗り揚げたものと考えられる。 

再発防止策 

 

 今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・船橋当直を行う者は、眠気を感じた場合、椅子に座ったまま同じ

姿勢で操船を続けず、体を動かしたり、外気に当たったり、カ 

フェインを含む飲料を摂取したりするなどして居眠り運航の防止

措置を採ること。 

・船橋航海当直警報装置等が設置されている船舶は、航行中、同装

置等を常に作動させておくこと。 

 


